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日
本
遺
族
会
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
の
政
府
予
算
編
成
期
に
入
っ
た
十
二
月
十
五

日
㈭
、
東
京
・
永
田
町
の
「
自
由
民
主
会
館
」
ホ
ー
ル
に
全
国
遺
族
会
代
表
約
四
百
五

十
名
の
参
集
を
求
め
第
68
回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
を
開
催
し
た
。

　
大
会
に
は
谷
垣
禎
一
総
裁
を
は
じ
め
自
民
党
衆
参
国
会
議
員
百
四
十
九
名
が
来
賓
と

し
て
出
席
。
総
理
の
靖
國
神
社
参
拝
の
推
進
、
新
た
な
戦
没
者
追
悼
施
設
建
設
阻
止
の

ほ
か
、
公
務
扶
助
料
等
の
増
額
、
遺
骨
帰
還
事
業
・
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
拡
充
強
化

な
ど
、
概
算
要
求
に
計
上
さ
れ
た
遺
族
会
要
望
事
項
の
完
全
実
現
を
決
議
し
た
。
ま
た
、

高
橋
日
本
遺
族
会
女
性
部
長
が
意
見
発
表
を
行
い
、
組
織
の
拡
充
強
化
を
訴
え
た
。
大

会
の
経
過
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

大会で挨拶する古賀誠日本遺族会会長
（12月15日：自由民主会館ホール）

遺
族
会
要
望
事
項
の
完
全
実
現
を
求
め

自
民
党
本
部
で
全
国
遺
族
大
会
を
開
催

一
、
日　

時 

　

平
成
23
年
12
月
15
日
㈭

　

午
前
11
時
〜
12
時
10
分 

二
、
場　

所 

　

自
由
民
主
会
館
八
階
ホ
ー

ル 三
、
参
加
者 

　

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
約

四
五
〇
名
（
岡
山
県
か
ら
は

岸
本
会
長
ら
十
名
が
参
加
）

四
、
来　

賓 

＊
自
由
民
主
党
総
裁

　
　

谷
垣　

禎
一　

氏

＊
自
由
民
主
党
総
務
会
長

　
　

塩
谷　
　

立　

氏

＊
自
由
民
主
党
政
調
会
長

　
　

茂
木　

敏
充　

氏

＊
遺
家
族
議
員
協
議
会
会
長

　
　

伊
吹　

文
明　

氏

＊
衆
議
院
議
員　

九
二
名

　
　

（
内
本
人　

五
五
名
）

＊
参
議
院
議
員　

五
七
名

　
　

（
内
本
人　

三
一
名
）

　
　
　
　

計　

一
四
九
名

　
　

（
内
本
人　

八
六
名
）

＊�

他
に
総
務
省
大
臣
官
房
審

議
官
、
同
省
人
事
・
恩
給

局
恩
給
企
画
課
長
、
厚
生

労
働
省
社
会
・
援
護
局

長
、
同
省
大
臣
官
房
審
議

官
、
同
省
援
護
企
画
課
長

ら
が
出
席
。 

五
、
経
過
の
概
要 

　

政
府
は
平
成
二
十
四
年
度

政
府
予
算
の
編
成
作
業
に
着

手
し
た
が
、
現
在
、
我
が
国

は
二
つ
の
問
題
に
直
面
し
て

い
る
。
一
つ
は
最
優
先
課
題

で
あ
る
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
及
び
原
子
力

災
害
の
速
や
か
な
収
束
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
世
界
的
な

金
融
経
済
危
機
へ
の
対
応
で

あ
る
。

　

政
権
交
代
以
降
、
無
駄
づ

か
い
の
根
絶
や
総
予
算
の
組

替
え
に
対
す
る
民
主
党
の
取

り
組
み
は
未
だ
道
半
ば
で
あ

り
、
経
済
・
社
会
再
生
に
向

け
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
中

で
予
算
編
成
作
業
は
難
行
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

日本遺族会

　

本
会
は
こ
う
し
た
厳
し
い

財
政
状
況
下
、
公
務
扶
助

料
・
遺
族
年
金
等
の
改
善
を

は
じ
め
、
厚
生
労
働
省
社

会
・
援
護
局
か
ら
提
出
さ
れ

た
概
算
要
求
の
要
望
事
項
等

の
完
全
実
現
を
期
す
る
た

め
、
東
京
・
自
由
民
主
会
館

に
全
国
四
十
七
都
道
府
県
遺

族
会
代
表
の
参
集
を
求
め
、

自
由
民
主
党
所
属
の
衆
参
国

会
議
員
を
来
賓
に
招
い
て
第

六
十
八
回
全
国
戦
没
者
遺
族

大
会
を
開
催
し
た
。

　

九
段
会
館
の
閉
館
に
よ

り
、
初
め
て
自
由
民
主
党
八

階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
は
、
定
刻
の
午
前
十

一
時
、
日
本
遺
族
会
の
畔
上

和
男
専
務
理
事
、
名
雪
文
明

事
務
局
参
事
の
司
会
で
開

会
。
森
田
次
夫
副
会
長
が
開

会
の
言
葉
を
述
べ
、
国
歌
斉

唱
に
続
い
て
靖
國
の
杜
に
鎮

ま
る
二
百
四
十
六
万
六
千
余

柱
の
ご
英
霊
に
感
謝
の
黙
祷

を
捧
げ
た
。

　

次
に
、
古
賀
誠
会
長
（
衆

議
院
議
員
）が
挨
拶
に
立
ち
、

全
国
各
地
か
ら
参
集
し
た
遺

第
68
回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会

経
過
の
概
要

族
代
表
並
び
に
国
政
極
め
て

忙
し
い
中
、
ご
臨
席
を
い
た

だ
い
た
自
民
党
所
属
衆
参
国

会
議
員
に
謝
意
を
表
し
た
。

　

続
い
て
、古
賀
会
長
は「
本

年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
は
多
く
の
犠

牲
者
を
出
す
と
共
に
甚
大
な

る
被
害
を
も
た
ら
し
、
本
会

に
お
い
て
も
、
九
段
会
館
ホ

ー
ル
の
吊
り
天
井
が
落
下
し

て
二
人
の
方
が
亡
く
な
り
、

多
く
の
負
傷
者
が
出
る
と
い

っ
た
事
故
が
発
生
い
た
し
ま

し
た
。
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
共
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申

し
上
げ
る
。
ま
た
、
こ
の
事

故
を
受
け
、
本
会
で
は
緊
急

の
理
事
会
・
評
議
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
が
、
今
後
、
こ

の
よ
う
な
事
故
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
様
々
な
角
度
か

ら
検
討
し
た
結
果
、
九
段
会

館
が
昭
和
九
年
の
竣
工
以

来
、
既
に
七
十
七
年
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
や
、
今
後
も

巨
大
地
震
の
可
能
性
も
高
い

こ
と
等
か
ら
、
廃
業
と
い
う

苦
渋
の
決
断
を
い
た
し
ま
し

た
」
と
述
べ
た
。

　

そ
し
て
、「
戦
後
六
十
七
年

を
迎
え
、
本
会
が
持
つ
責
任

と
使
命
は
益
々
大
き
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
援
護
事

業
の
充
実
、
慰
霊
事
業
の
継

続
、
そ
し
て
最
も
大
事
な
英

霊
顕
彰
。
戦
争
を
知
ら
な
い

世
代
が
国
民
の
八
十
％
に
達

し
、
ご
英
霊
が
尊
い
命
を
捧

げ
た
あ
の
戦
争
の
惨
禍
が
風

化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
会
は
今
一
度
、
原
点
に
帰

り
、
心
を
一
つ
に
し
前
進
す

る
こ
と
こ
そ
大
事
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
改
め

て
全
国
戦
没
者
遺
族
の
方
々

に
訴
え
た
い
。
靖
國
神
社
こ

そ
戦
没
者
遺
族
の
唯
一
の
追

悼
施
設
で
あ
る
こ
と
を
国
民

に
発
信
し
、
本
会
を
前
進
さ

せ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
結

ん
だ
。

　

次
に
、来
賓
挨
拶
に
移
り
、

自
由
民
主
党
を
代
表
し
て
谷

垣
禎
一
総
裁
（
衆
議
院
議

員
）、
茂
木
敏
充
政
調
会
長

（
衆
議
院
議
員
）、
遺
家
族
議

員
協
議
会
を
代
表
し
て
伊
吹

文
明
会
長
（
衆
議
院
議
員
）

か
ら
挨
拶
（
挨
拶
別
掲
）
を

い
た
だ
く
と
共
に
、
予
算
編

成
時
期
で
ご
多
忙
の
中
、
ご

出
席
い
た
だ
い
た
衆
参
国
会

議
員
及
び
総
務
省
及
び
厚
生

労
働
省
の
局
長
、
審
議
官
、

課
長
を
紹
介
し
た
。

　

次
い
で
、
大
会
の
議
長
に

尾
辻
秀
久
副
会
長
（
参
議
院

副
議
長
）
が
就
任
。
先
ず
、

高
橋
フ
ミ
女
性
部
長
（
長
崎

県
連
合
遺
族
会
副
会
長
）
が

意
見
発
表
（
別
掲
）
を
行
っ
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た
。

　

次
に
、
大
会
の
宣
言
案
及

び
決
議
案
の
採
択
に
移
り
、

廣
明
研
正
常
務
理
事
（
富
山

県
遺
族
会
会
長
）
が
宣
言
案

を
、勝
間
周
作
常
務
理
事（
埼

玉
県
遺
族
連
合
会
会
長
）
が

決
議
案
を
朗
読
発
表
、
そ
れ

ぞ
れ
を
参
加
者
に
諮
り
、
満

場
の
拍
手
を
も
っ
て
採
択
さ

れ
た
。

　

そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災

や
九
段
会
館
の
災
害
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
万
歳
三
唱
は
取

り
止
め
と
し
、
閉
会
の
辞
を

増
矢
稔
副
会
長
が
述
べ
て
大

会
を
終
了
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
会
参
加
者
は

自
民
党
本
部
及
び
国
会
に
赴

き
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員

に
遺
族
会
の
要
望
事
項
実
現

に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
求

め
る
陳
情
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
日
本
遺
族
会
役
員

と
地
元
遺
族
代
表
に
よ
る
特

別
陳
情
が
次
の
と
お
り
行
わ

れ
た
。

12
月
15
日
㈭

＊
谷
垣　

禎
一
自
民
党
総
裁

＊
塩
谷　
　

立
自
民
党
総
務

　

会
長

＊
中
谷　
　

元
自
民
党
政
調

　

会
長
代
理

＊
林　
　

芳
正
自
民
党
政
調

　

会
長
代
理

大
会
意
見
発
表

日
本
遺
族
会
女
性
部
長

　
　

高
橋
フ
ミ
氏

　

私
の
地
元
・
佐
世
保
市
遺

族
会
は
、
全
国
に
先
駆
け
て

昭
和
二
十
二
年
二
月
二
十
五

日
に
遺
族
会
を
結
成
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
結
成
の
主
役

は
戦
没
者
の
父
、
母
が
主
力

で
、
終
戦
後
の
物
資
の
な
い

時
代
、
戦
没
者
の
妻
は
子
育

て
に
頑
張
っ
て
い
る
時
で
し

た
。
昭
和
二
十
七
年
に
妻
の

実
態
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
時
か
ら
妻
の
皆
様

の
参
加
が
沢
山
増
え
て
遺
族

会
も
盤
石
の
態
勢
に
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
現
在
、
遺
族
会
の

現
状
を
見
ま
す
と
、
会
員
の

高
齢
化
が
急
激
に
進
み
、
会

員
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

戦
没
者
の
妻
は
激
減
、
各
県

と
も
会
員
の
減
少
と
財
政
が

逼
迫
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
組

織
の
存
続
さ
え
危
ぶ
ま
れ
る

状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

八
月
二
十
三
、
二
十
四
日

に
日
本
遺
族
会
女
性
部
の
研

修
会
を
開
催
し
、
そ
の
中
で

古
賀
会
長
に
提
言
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
内
容
は
各
県

遺
族
会
に
通
知
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
提
言
は
女
性
部

と
し
て
の
決
意
が
滲
み
出
た

も
の
で
す
。
遺
族
会
は
戦
没

者
遺
児
の
代
で
終
わ
ら
せ
て

は
な
ら
な
い
と
の
認
識
を
共

有
し
た
上
で
の
提
言
で
あ
り

ま
す
。

　

今
日
ま
で
行
っ
て
き
た
英

霊
顕
彰
並
び
に
遺
族
処
遇
改

善
運
動
の
推
進
に
加
え
、
遺

族
会
の
活
動
を
継
承
す
る
次

世
代
後
継
者
で
あ
る
孫
・
曾

孫
の
育
成
が
急
務
で
あ
り
、

早
速
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
は
、

遺
族
会
の
各
種
事
業
に
家
族

で
参
加
す
る
こ
と
が
実
現
へ

の
第
一
歩
で
あ
り
ま
す
。
一

部
の
遺
族
会
で
は
既
に
対
応

し
て
い
る
所
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
孫
や
曾
孫
の
会

の
創
設
を
今
こ
そ
組
織
を
挙

げ
全
国
的
に
展
開
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

各
県
に
お
い
て
は
男
女
と

も
遺
児
世
代
の
参
加
を
求

め
、
女
性
部
の
活
性
化
、
そ

し
て
会
員
の
拡
大
に
取
り
組

む
こ
と
は
も
と
よ
り
、
孫
や

曾
孫
の
結
集
・
設
立
を
図
る

な
ど
、
戦
没
者
の
孫
・
曾
孫

の
世
代
に
わ
た
る
会
員
の
獲

得
こ
そ
が
組
織
の
強
化
、
更

に
は
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
焦
土
と
化
し
た
日
本
。
わ
れ
わ
れ
戦

没
者
遺
族
を
は
じ
め
残
さ
れ
た
多
く
の
国
民
は
、
祖
国
日
本

の
復
興
を
願
い
、
ひ
た
す
ら
歩
み
続
け
六
十
六
年
が
経
過
し

た
。今
で
は
国
民
等
し
く
平
和
と
自
由
を
享
受
し
て
い
る
が
、

こ
の
豊
か
な
生
活
が
、
祖
国
の
繁
栄
と
安
泰
を
念
じ
つ
つ
散

華
さ
れ
た
英
霊
の
尊
い
犠
牲
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
を
、
私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
未
だ
紛
争
が
絶
え
ず
、
罪
の
な

い
多
く
の
生
命
が
奪
わ
れ
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
を
生
き
る

我
々
戦
没
者
遺
族
は
「
二
度
と
戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な

い
、
私
た
ち
の
よ
う
な
遺
族
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い

う
原
点
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平

和
の
尊
さ
を
次
世
代
へ
と
語
り
継
ぎ
、
世
界
の
恒
久
平
和
の

実
現
に
心
血
を
注
い
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た

め
、
本
会
に
戦
没
者
の
孫
、
曾
孫
の
会
を
組
織
化
す
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
の
靖
國
神
社
の
参
拝
は
、
平
成
十
八
年
八

月
以
降
途
絶
え
て
お
り
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。野
田
総
理
は
、

総
理
就
任
前
ま
で
は
靖
國
神
社
に
参
拝
し
て
い
た
と
い
わ
れ

る
が
、
総
理
に
就
任
す
る
や
「
国
に
殉
じ
た
方
々
に
感
謝
や

宣
　
　
言

敬
意
を
表
す
の
は
当
然
だ
が
、
総
合
的
に
考
慮
す
る
と
首
相

や
閣
僚
の
公
式
参
拝
は
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

述
べ
る
な
ど
、
内
外
の
批
判
を
恐
れ
、
信
念
を
曲
げ
た
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
い
か
な
る
困
難
が
あ
ろ
う
と
も
、
国
の

た
め
に
一
命
を
捧
げ
た
英
霊
に
対
し
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は

じ
め
各
閣
僚
は
靖
國
神
社
に
参
拝
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

我
々
は
関
係
諸
団
体
と
連
携
を
密
に
し
て
、
総
理
・
閣
僚
等

の
靖
國
神
社
参
拝
運
動
を
推
し
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
現
政
権
は
靖
國
神
社
に
代
わ
る
新
た
な
国
立
の
戦

没
者
追
悼
施
設
建
設
を
政
策
に
掲
げ
て
い
る
。
我
々
遺
族
の

み
な
ら
ず
、
多
く
の
国
民
が
靖
國
神
社
こ
そ
我
が
国
唯
一
の

戦
没
者
追
悼
施
設
と
考
え
て
お
り
、
靖
國
神
社
そ
の
も
の
を

否
定
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
追
悼
施
設
の
建
設
は
断
じ

て
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後
と
も
政
府
・
国
会
等

の
動
向
を
注
視
し
、
断
固
阻
止
す
る
。

　

一
方
、
戦
没
者
遺
族
へ
の
処
遇
は
逐
年
改
善
が
図
ら
れ
て

い
る
が
、
な
お
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
一
命
を
国
家
に
捧

げ
た
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
処
遇
は
、
国
家
補
償
の
理
念

に
基
づ
き
政
府
は
今
後
と
も
改
善
に
努
力
し
、
更
に
は
全
国

戦
没
者
追
悼
式
へ
の
国
費
参
列
者
の
対
象
範
囲
の
拡
大
な

ど
、
戦
没
者
遺
族
に
報
い
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
没
者

為
に
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

平
成
十
八
年
に
女
性
部
と

名
称
を
変
更
し
て
か
ら
五

年
、
初
め
て
女
性
部
か
ら
の

提
言
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

中
心
が
女
性
遺
児
で
あ
り
ま

す
。
女
性
遺
児
の
こ
の
思
い

を
実
現
で
き
る
よ
う
改
め

て
、
孫
・
曾
孫
の
世
代
に
働

き
か
け
、会
設
立
を
提
起
し
、

実
現
に
向
け
て
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

遺
児
の
慰
霊
友
好
親
善
事
業
は
、
国
の
慰
藉
事
業
で
あ
る
こ

と
か
ら
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
求
め
る
。
遺
骨
の
帰
還

事
業
は
、
未
だ
海
外
等
に
残
さ
れ
て
い
る
遺
骨
の
収
容
が
急

務
で
あ
り
、
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

他
方
、
戦
没
者
等
の
妻
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
は
、
国

か
ら
の
戦
没
者
の
妻
等
へ
の
慰
藉
で
あ
り
、
平
成
二
十
五
年

以
降
も
継
続
・
増
額
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

い
ず
れ
も
、
わ
れ
わ
れ
戦
没
者
遺
族
の
切
な
る
思
い
ば
か

り
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
社
会
情
勢
は
、
国
の
礎
と
な

ら
れ
た
英
霊
の
尊
い
御
心
を
忘
れ
、
目
先
の
こ
と
に
と
ら
わ

れ
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
失
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
初
心
に
立
ち

か
え
り
、
絆
を
大
切
に
心
あ
る
国
民
と
共
に
戦
後
政
治
を
総

括
し
、真
の
保
守
政
治
の
回
帰
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

我
々
は
、
こ
こ
に
第
六
十
八
回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
を

開
催
し
、
組
織
の
総
力
を
結
集
し
要
望
貫
徹
に
邁
進
す
る
こ

と
を
誓
う
。

　

右
宣
言
す
る
。

　
　
　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
五
日

第
六
十
八
回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会　

　

本
日
こ
こ
に
第
六
十
八
回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
を
開
催

し
て
、
総
力
を
あ
げ
て
左
記
各
項
の
実
現
を
期
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
目
指
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
戦
後

　
　

世
代
に
語
り
継
ぐ
こ
と
。

一
、
総
理
、
閣
僚
等
の
靖
國
神
社
参
拝
の
推
進
と
、
国
立
の

　
　

戦
没
者
追
悼
施
設
新
設
構
想
を
断
固
阻
止
す
る
こ
と
。

一
、
戦
没
者
遺
族
に
対
す
る
処
遇
は
国
家
補
償
の
理
念
に
基

　
　

づ
き
改
善
す
る
こ
と
。

一
、
戦
没
者
等
の
妻
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
を
平
成
二
十

　
　

五
年
以
降
も
継
続
・
増
額
す
る
こ
と
。

一
、
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
充
実
、
遺
骨
帰
還
事
業
等
を
拡

　
　

充
強
化
す
る
こ
と
。

一
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
国
費
参
列
者
の
対
象
範
囲
を

決
　
　
議
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拡
大
す
る
こ
と
。

一
、
戦
没
者
の
孫
、
曾
孫
の
会
を
つ
く
り
、
組
織
の
強
化
を

　
　

図
る
こ
と
。

一
、
戦
後
政
治
を
総
括
し
、
真
の
保
守
政
治
の
回
帰
に
努
め

　
　

る
こ
と
。

　

右
決
議
す
る
。

　
　
　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
五
日

第
六
十
八
回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会　

　

古
賀
会
長
か
ら
九
段
会
館

の
苦
渋
の
決
断
に
つ
い
て
お

話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
今

日
、
自
由
民
主
党
の
ホ
ー
ル

で
戦
没
者
遺
族
大
会
を
開
か

れ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
感

慨
を
持
っ
て
い
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
私
共
の
党
は
昭
和

三
十
年
に
発
足
し
ま
し
た

が
、
以
来
、
力
強
く
自
民
党

を
お
支
え
い
た
だ
き
、
そ
し

て
自
民
党
と
共
に
今
日
ま
で

歩
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と

に
、
と
て
も
言
葉
に
尽
せ
な

い
思
い
で
こ
の
大
会
に
臨
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
の
大
戦
か
ら
六
十
六
年

経
ち
ま
し
た
が
、
今
尚
、
国

際
社
会
を
無
視
し
て
核
開
発

を
続
け
る
北
朝
鮮
、
或
い
は

軍
拡
を
重
ね
て
行
く
中
国
、

北
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
も
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
我
が
国
は
一
貫
し
て
世

界
に
貢
献
す
る
平
和
国
家
の

道
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
東
日
本
大
震
災
を

は
じ
め
数
々
の
苦
難
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
厳
し

い
状
況
に
あ
っ
て
も
冷
静
沈

着
に
頑
張
っ
て
い
る
日
本
人

の
姿
に
世
界
か
ら
称
賛
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
こ
う
い

う
立
派
な
日
本
を
生
ん
だ
背

景
に
あ
る
の
は
、
先
の
大
戦

で
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
方
々
、

そ
し
て
ご
遺
族
の
皆
様
を
は

じ
め
多
く
の
国
民
が
結
集
し

て
今
日
の
日
本
を
造
っ
て
来

た
、
こ
の
こ
と
を
私
た
ち
は

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
ほ
ど
家
族
の
絆
、
或

い
は
地
域
の
絆
と
い
う
こ
と

を
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
先
の
大
戦
で
筆
舌
に
尽

く
し
が
た
い
困
難
な
状
況
の

中
で
も
、
地
域
社
会
や
家
族

と
の
絆
と
い
う
力
を
持
っ
て

苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
の

だ
と
今
日
改
め
て
感
じ
る
次

第
で
す
。
大
切
な
こ
と
は
、

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊

さ
、
そ
し
て
祖
国
の
た
め
に

命
を
捧
げ
ら
れ
た
方
々
ヘ
の

感
謝
の
念
、
こ
れ
を
後
の
世

代
に
語
り
伝
え
、
祖
国
が
限

り
な
い
発
展
を
し
て
行
く
た

め
の
貴
重
な
教
訓
と
し
て
行

く
。
こ
の
こ
と
が
私
た
ち
の

責
務
で
あ
り
ま
す
。

　

本
来
な
ら
ば
現
政
権
で
あ

る
民
主
党
に
も
、
こ
の
こ
と

を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
今

の
民
主
党
政
権
に
期
待
す
る

こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り

ま
す
。
野
田
政
権
が
発
足
し

て
か
ら
百
日
余
り
が
過
ぎ
ま

し
た
が
、
国
民
の
期
待
感
は

完
全
に
失
わ
れ
ま
し
た
。
国

民
と
の
約
束
で
あ
る
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
も
何
の
説
明
も
無
い

ま
ま
殆
ど
履
行
不
可
能
と
な

り
、
国
民
と
の
信
頼
関
係
は

勿
論
、
民
主
党
政
権
の
正
当

性
も
完
全
に
崩
壊
し
ま
し
た
。

　

今
日
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

│
「
戦
後
政
治
を
総
括
し
真

の
保
守
政
治
の
回
帰
に
努
め

る
こ
と
」
は
、
政
権
奪
還
に

向
け
て
の
皆
様
か
ら
の
励
ま

し
の
言
葉
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。
来
年
は
日
本
の
再
生

を
賭
け
た
政
治
決
戦
の
年
で

す
。
国
民
の
信
頼
を
失
っ
た

民
主
党
か
ら
政
権
を
奪
還

し
、
安
心
し
希
望
に
満
ち
て

暮
せ
る
日
本
を
造
る
た
め
、

不
退
転
の
決
意
で
戦
い
抜
く

こ
と
を
、
こ
の
場
で
皆
様
に

お
誓
い
申
し
上
げ
た
い
。

谷
垣
禎
一
自
民
党
総
裁
　

挨
拶
要
旨

伊
吹
文
明
遺
協
会
長
　

挨
拶
要
旨

　

今
日
お
見
え
の
先
生
方
は

殆
ど
メ
ン
バ
ー
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
先
般
、
遺
家
族
議
員

協
議
会
の
総
会
を
開
き
ま
し

て
、
古
賀
会
長
を
は
じ
め
遺

族
会
幹
部
の
方
々
と
予
算
へ

の
対
応
を
相
談
し
ま
し
た
。

　

来
年
の
予
算
編
成
の
時
の

大
き
な
課
題
は
、
二
十
五
年

に
最
終
償
還
を
迎
え
る
戦
没

者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付

金
、
身
寄
り
の
な
い
戦
没
者

の
父
母
に
対
す
る
特
別
給
付

金
で
す
が
、
今
年
も
国
家
補

償
と
い
う
基
本
的
な
理
念
に

基
づ
き
力
一
杯
努
力
を
し
て

い
こ
う
と
一
同
確
認
し
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
安
心

下
さ
い
。

　

し
か
し
、
我
が
党
は
日
本

を
こ
こ
ま
で
立
派
な
国
に
し

て
き
た
と
い
う
自
信
が
過
信

に
な
り
、
過
信
が
自
惚
れ
に

な
り
先
の
総
選
挙
で
敗
れ
ま

し
た
。
国
の
基
本
は
憲
法
、

党
の
基
本
は
綱
領
で
決
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
今
春
の
党
大

会
で
、
党
の
政
策
と
判
断
の

基
本
と
な
る
綱
領
を
根
本
か

ら
考
え
直
し
ま
し
た
。

　

そ
の
綱
領
の
基
本
は
努
力

を
す
る
者
が
報
わ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
ハ
ン
デ
ィ
が

あ
る
人
は
、
先
ず
仲
間
で
助

け
合
っ
て
行
く
。
仲
間
だ
け

の
努
力
で
は
無
理
な
大
き
な

試
練
は
国
が
助
け
る
。
何
よ

り
、
私
た
ち
は
そ
の
よ
う
な

絆
を
も
っ
て
助
け
合
っ
て
い

け
る
国
民
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
日
本

人
が
永
々
と
し
て
大
切
に
守

っ
て
き
た
心
根
、
衿
持
、
こ

う
い
う
も
の
を
伝
え
て
行
く

こ
と
。
我
々
国
民
と
国
民
と

の
象
徴
で
あ
ら
れ
る
天
皇
陛

下
の
も
と
で
日
本
国
と
地
域

社
会
、
家
族
、
永
々
脈
々
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
心
根
を
大

切
に
し
て
行
く
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　

国
の
命
令
に
よ
り
努
力
を

さ
れ
た
人
を
、
国
が
見
捨
て

る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は

国
と
い
う
も
の
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
先
の
大
戦
か
ら
六

十
六
年
、
ご
遺
族
の
皆
様
方

は
次
第
に
少
な
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
最
後
の

お
一
人
に
な
る
ま
で
、
我
々

自
由
民
主
党
並
び
に
遺
家
族

議
員
協
議
会
の
者
は
、
古
賀

会
長
を
は
じ
め
皆
様
方
と
一

緒
に
歩
ん
で
い
き
た
い
。
ど

う
か
我
々
を
叱
咤
激
励
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

雑
煮
も
汗
を
出
し
て
腹
一
杯
戴
き
ま
し
た

陸
軍
伍
長　

松　

浦　

義　

一　

命　

昭
和
十
八
年
一
月
十
日　

    

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島　

　
　
　
　

タ
サ
ワ
ロ
ン
グ
に
て
戦
病
死　

    

愛
知
県
東
春
日
井
郡
小
牧
町
出
身　

二
十
五
歳　

前
略
。

待
ち
遠
し
か
っ
た
内
地
か
ら
の
第
一
信
の
航
空
便
、
先
月
二
十
七
日
に
受
け

取
り
ま
し
た
。

余
り
の
嬉
し
さ
に
幾
度
も
幾
度
も
読
み
返
し
ま
し
た
。

実
に
、
便
り
程
い
い
も
の
は
有
り
ま
せ
ん
。
お
手
紙
に
よ
っ
て
故
郷
の
様
子

も
よ
く
分
り
大
変
喜
ん
で
居
り
ま
す
。

大
分
寒
く
な
っ
た
様
子
で
す
ね
。此
方
も
先
月
は
大
分
朝
夕
冷
え
ま
し
た
が
、

一
月
に
な
っ
て
か
ら
は
寒
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
中
略
）

次
に
十
六
年
の
元
旦
は
討
伐
中
に
迎
へ
、
実
に
感
慨
無
量
な
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

正
月
の
三
日
間
も
実
に
愉
快
に
送
り
ま
し
た
。
雑
煮
も
汗
を
出
し
て
腹
一
杯

戴
き
ま
し
た
。

兵
舎
の
前
の
門
松
も
実
に
堂
々
た
る
も
の
で
す
。
こ
の
門
松
の
前
で
写
真
を

撮
っ
て
戴
き
ま
し
た
か
ら
、
こ
れ
も
出
来
次
第
お
送
り
致
し
ま
す
。

次
に
同
封
の
写
真
二
枚
は
任
地
に
到
着
間
（
ま
）
も
な
く
撮
っ
て
戴
い
た
も

の
で
す
。
御
笑
納
下
さ
い
。

そ
れ
か
ら
、
こ
の
外
ま
だ
色
々
の
写
真
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
等
も
追
々

御
送
り
致
し
ま
す
。

兎
に
角
、
写
真
の
通
り
の
元
気
さ
で
す
か
ら
御
安
心
下
さ
い
。（
後
略
）

一
月
四
日�

義　

一　
　
　
　
　

　

父　

上　

様�

（
原
文
の
ま
ま
）

【
平
成
二
十
四
年
一
月　

靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】
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財
団
法
人

岡
山
県
遺
族
連
盟
会
長

　
岸
　
本
　
清
　
美

新
年
の
ご
挨
拶

日
本
遺
族
会
会
長

衆　

議　

院　

議　

員

　
古
　
賀
　
　
　
誠

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
遺
族
の
皆
様
に
は
、
お

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
か
ら
次
へ
と
日
本
列
島

に
寒
波
が
襲
来
し
、
昨
年
十

二
月
中
旬
ま
で
の
温
暖
な
気

候
か
ら
一
転
、
連
日
厳
し
い

寒
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
ご
遺
族
の
皆
様
に
は
何

卒
、
健
康
に
は
十
分
ご
留
意

さ
れ
、
引
き
続
い
て
遺
族
会

活
動
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

戦
後
最
悪
の
被
害
を
出
し

た
東
日
本
大
震
災
と
大
津

波
、
そ
し
て
原
発
事
故
の
発

生
か
ら
早
十
カ
月
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て

被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
早
い
復
興
を
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
を
度
々

襲
っ
た
集
中
豪
雨
な
ど
、
大

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
と
記

憶
さ
れ
る
昨
年
で
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
国
の
危
機
に

際
し
て
の
政
府
の
無
策
、
特

に
総
理
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
欠
如
は
、
原
発
か
ら
の
放

射
能
拡
散
と
い
う
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
事
態
を
生
む
一

方
、
全
て
を
失
っ
て
も
な
お

矜
持
を
保
ち
、
悲
し
み
に
耐

え
な
が
ら
、
礼
節
あ
る
態
度

を
守
る
被
災
地
の
人
々
の
姿

に
、
誇
り
あ
る
日
本
人
の
姿

を
見
た
よ
う
な
思
い
で
す
。

　

戦
後
民
主
主
義
の
中
で
個

人
の
権
利
と
自
由
が
尊
ば

れ
、
責
任
と
義
務
が
軽
視
さ

れ
る
よ
う
な
風
潮
の
我
が
国

に
あ
っ
て
、
壊
滅
的
な
状
況

下
で
も
利
己
的
な
行
動
に
走

ら
ず
、
相
互
扶
助
や
協
調
す

る
こ
と
こ
そ
苦
難
克
服
の
道

と
い
う
先
人
た
ち
の
教
え

が
、
今
も
人
々
の
中
に
生
き

続
け
て
い
る
こ
と
を
私
た
ち

に
示
し
ま
し
た
。
こ
の
精
神

が
生
き
続
け
て
い
れ
ば
、
必

ず
や
立
派
に
復
興
す
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
真
の
日
本
の
再

生
は
靖
國
神
社
問
題
の
解
決

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
祖
国
の

た
め
に
命
を
捧
げ
た
ご
英
霊

と
の
約
束
を
守
れ
な
い
為
政

者
に
国
を
治
め
る
資
格
は
あ

り
ま
せ
ん
。
靖
國
神
社
を
軽

ん
ず
る
こ
と
は
日
本
の
心
、

日
本
の
文
化
を
軽
ん
ず
る
こ

と
で
あ
り
、
世
界
の
誰
か
ら

も
侮
り
を
受
け
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
尊
敬
を
得
る
こ
と
は

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
内
の
諸
課
題
は
勿
論
の

こ
と
、
主
権
・
領
土
・
安
全

保
障
な
ど
国
家
の
根
幹
に
関

わ
る
問
題
が
風
雲
急
を
告
げ

る
現
況
下
に
あ
っ
て
も
、
現

政
権
の
対
応
を
見
て
判
る
と

お
り
、
国
家
の
意
志
を
示
す

こ
と
も
な
く
、
全
く
国
の
舵

取
り
を
担
う
政
権
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
一
刻
も
早
く
真

っ
当
な
政
治
を
復
活
さ
せ
、

ご
英
霊
に
喜
ば
れ
る
日
本
の

国
に
な
る
よ
う
、
私
た
ち
も

遺
族
会
活
動
を
続
け
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
遺
族
会
、
そ
し
て
岡

山
県
遺
族
連
盟
も
本
年
十
一

月
に
創
立
六
十
五
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
が
、
昨
年
の

震
災
に
よ
り
遺
族
運
動
の
拠

点
で
あ
っ
た
九
段
会
館
が
閉

館
と
な
り
、
中
央
本
部
の
運

営
、
そ
し
て
今
後
の
遺
族
運

動
は
大
き
な
試
練
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
の
よ
う

な
遺
族
を
二
度
と
作
っ
て
は

な
ら
な
い
、
戦
争
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
遺

族
運
動
を
続
け
る
こ
と
が
私

た
ち
の
使
命
で
あ
り
、
過
去

か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ

と
綿
々
と
受
け
継
が
れ
る
我

が
国
の
歴
史
に
お
い
て
、
あ

の
苛
酷
な
時
代
を
担
っ
て
散

華
さ
れ
た
ご
英
霊
の
勲
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え

続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
会
員
の

意
識
を
高
め
、
組
織
が
一
体

な
っ
て
出
来
る
こ
と
か
ら
少

し
ず
つ
で
も
前
に
進
む
こ
と

が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

各
支
部
に
お
い
て
も
、
会

員
の
高
齢
化
に
伴
う
組
織
、

財
政
の
問
題
な
ど
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
が
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
改
め
て
道
義

あ
る
平
和
国
家
建
設
と
い
う

誇
り
あ
る
遺
族
運
動
に
参
加

す
る
と
い
う
意
識
を
胸
に
刻

ん
で
い
た
だ
き
、
皆
様
の
孫

や
曾
孫
、
そ
し
て
次
の
世
代

の
た
め
、
更
に
は
自
分
自
身

へ
の
課
題
と
し
て
何
が
出
来

る
か
を
考
え
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
も
、
ご
英
霊
の
心
を
心

と
し
て
今
後
と
も
精
一
杯
の

努
力
を
い
た
し
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
、
何
卒
、
倍
旧
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
遺
族
皆
様
方
の
ご
多
幸

と
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

ご
遺
族
の
皆
様
方
に
は
、

お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
三
月
十
一
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
東

北
地
方
及
び
関
東
地
方
の
沿

岸
部
を
中
心
に
未
曾
有
の
災

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
特

に
津
波
に
よ
る
被
害
は
予
想

を
遥
か
に
超
え
た
も
の
で
あ

り
、
余
り
に
も
多
く
の
人
命

を
奪
い
、
更
に
は
福
島
原
発

事
故
と
い
う
世
界
最
大
規
模

の
原
発
事
故
を
も
引
き
起
こ

し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
な
お

避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
方
々
も
沢
山
お
ら
れ
ま

す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様

に
心
か
ら
お
悔
や
み
、
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
興
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
地
震
に
よ
り

本
会
が
運
営
す
る
九
段
会
館

ホ
ー
ル
の
吊
り
天
井
が
落
下

し
、
お
二
人
の
方
が
お
亡
く

な
り
に
な
り
、
多
く
の
負
傷

者
が
出
る
と
い
っ
た
事
故
が

発
生
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

事
故
を
受
け
、
本
会
は
緊
急

の
理
事
会
、
評
議
員
会
を
開

催
し
、
今
後
、
こ
の
様
な
事

故
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
た

結
果
、
九
段
会
館
に
つ
い
て

は
昭
和
九
年
の
竣
工
以
来
、

既
に
七
十
七
年
が
経
過
い
た

し
て
お
り
、
今
後
も
巨
大
地

震
の
可
能
性
も
高
い
こ
と
等

か
ら
廃
業
と
い
う
苦
渋
の
決

断
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
二
年
の
創
業
以

来
今
日
ま
で
、
全
国
の
ご
遺

族
の
皆
様
方
に
ひ
と
か
た
な

ら
ぬ
御
厚
情
を
賜
り
な
が

ら
、
九
段
会
館
が
廃
業
の
や

む
な
き
に
至
り
ま
し
た
こ
と

は
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。
長
き
に
亘
り
九
段
会
館

に
数
々
の
ご
支
援
、
ご
尽
力

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
会
に
は
英
霊

顕
彰
、
戦
没
者
遺
族
の
処
遇

改
善
並
び
に
慰
霊
事
業
の
継

続
等
々
、
ま
だ
ま
だ
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

山
積
し
て
お
り
、
遺
族
会
の

運
動
を
後
退
さ
せ
る
訳
に
は

ま
い
り
ま
せ
ん
。
平
成
二
十

五
年
に
償
還
を
迎
え
る
戦
没

者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
、
身
寄
り
の
な
い
戦
没

者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別

給
付
金
の
継
続
・
増
額
運

動
、
更
に
は
平
成
二
十
七
年

に
償
還
を
迎
え
る
特
別
弔
慰

金
の
継
続
・
増
額
運
動
も
控

え
て
お
り
、
是
非
と
も
戦
没

者
遺
族
の
力
を
結
集
し
て
継

続
・
増
額
を
勝
ち
取
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。今
後
共
、

皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

政
治
的
に
も
経
済
的
に
も

内
外
の
情
勢
は
益
々
混
迷
を

極
め
世
界
は
閉
塞
し
た
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
様
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
の
戦

後
の
混
乱
し
た
社
会
の
中
、

茨
の
道
を
切
り
開
き
、
そ
し

て
家
族
、
隣
人
が
互
い
に
助

け
合
っ
て
生
き
て
き
た
絆

を
、
現
在
の
社
会
、
そ
し
て

後
世
に
正
し
く
伝
え
て
い
く

こ
と
が
私
た
ち
戦
没
者
遺
族

に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
も
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
全
国
の
支
部
の
皆
様
方

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
の
遺
族
会
の
在
り
方

を
思
案
し
な
が
ら
遺
族
会
の

更
な
る
発
展
に
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

ご
遺
族
皆
様
方
の
益
々
の
ご

活
躍
と
ご
健
勝
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶
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参
議
院
副
議
長

　
尾
　
辻
　
秀
　
久

日
本
遺
族
会
常
任
顧
問

参

議

院

議

員

　
水
　
落
　
敏
　
栄

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
皆
様
方
に
は
一

方
な
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

良
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

昨
年
は
三
月
十
一
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ

れ
に
伴
う
福
島
原
発
事
故
と

大
惨
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
き
な
台
風
や
水
害

等
、
広
い
地
域
に
わ
た
り
今

ま
で
に
な
い
よ
う
な
規
模
の

災
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
被

災
地
に
お
か
れ
ま
し
て
は
復

興
も
遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ
ま

ま
に
寒
い
冬
を
迎
え
て
お

り
、
そ
の
ご
労
苦
は
筆
舌
に

尽
く
し
が
た
い
も
の
と
拝
察

致
し
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
、
関
係
者
の
方
々
に
心

よ
り
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
遺
族
会
に
と
り
ま

し
て
も
、
こ
の
大
震
災
に
よ

り
悲
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
九
段
会
館
の
天
井
ホ

ー
ル
が
崩
れ
落
ち
、
お
二
人

の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な

り
、
二
十
数
名
の
方
々
が
怪

我
を
さ
れ
ま
し
た
。
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
に
は
衷
心
よ
り

お
詫
び
を
申
し
上
げ
、
ご
冥

福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

こ
の
出
来
事
に
よ
り
九
段

会
館
は
閉
館
と
な
り
、
遺
族

会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
も

先
行
き
が
見
通
せ
な
い
状
況

に
な
り
ま
し
た
。
全
国
の
ご

遺
族
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
心
配
が
多
々
あ

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
先
ず

補
償
に
対
し
て
誠
心
誠
意
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
ご

理
解
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

国
会
は
先
に
触
れ
ま
し
た

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
、
復

興
を
第
一
と
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
が
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
普
天

間
の
基
地
移
設
、
消
費
税
な

ど
内
外
と
も
に
問
題
が
山
積

　

ご
遺
族
の
皆
様
方
に
は
お

元
気
で
新
し
い
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
、

豪
雨
な
ど
大
き
な
自
然
災
害

が
多
発
し
た
受
難
の
一
年
と

な
り
ま
し
た
。
九
段
会
館
は

震
災
に
よ
る
不
慮
の
事
故
が

発
生
、
犠
牲
者
を
出
し
苦
渋

の
決
断
の
末
、
廃
業
に
至
り

し
て
お
り
ま
す
。
私
も
参
議

院
副
議
長
と
し
て
皆
様
方
の

お
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

そ
の
声
を
国
政
に
反
映
し
、

懸
案
に
つ
い
て
少
し
で
も
ご

期
待
に
お
応
え
で
き
る
よ

う
、
ま
た
心
穏
や
か
に
お
過

ご
し
頂
け
ま
す
よ
う
一
心
に

努
力
し
て
参
り
ま
す
。
今
後

と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
切

に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

寒
さ
は
こ
れ
か
ら
が
本
番

で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に

ご
留
意
い
た
だ
き
ま
し
て
、

ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
下
さ

い
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ま
し
た
。
不
幸
に
も
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
方
々
に
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
被
災
さ
れ
未

だ
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

未
曾
有
の
大
震
災
に
対
す

る
現
政
権
の
対
応
の
稚
拙
さ

等
、
批
判
し
た
い
こ
と
は

多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
震
災

対
応
に
お
い
て
は
政
府
、
与

野
党
が
一
体
と
な
り
第
三
次

補
正
予
算
を
成
立
さ
せ
ま
し

た
。
し
か
し
復
旧
・
復
興
へ

の
道
は
半
ば
で
あ
り
、
今
後

も
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
じ

て
、
こ
の
国
難
を
乗
り
切
ら

ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

民
主
党
政
権
と
な
り
二
年

半
余
、「
国
民
の
生
活
が
第

一
」
と
の
公
約
を
掲
げ
て
政

権
交
代
し
ま
し
た
が
、
国
内

外
の
情
勢
は
厳
し
く
な
る
一

方
で
、
子
ど
も
手
当
て
等
の

公
約
は
何
一
つ
実
現
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
。
党
利
の
み
を

優
先
し
、
総
理
・
閣
僚
の
靖

國
神
社
参
拝
を
見
送
り
、
英

霊
顕
彰
な
ど
国
の
基
本
問
題

に
対
す
る
認
識
の
な
い
民
主

党
政
権
に
、
も
は
や
こ
の
国

の
舵
取
を
任
せ
て
は
お
け
ま

せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、

昨
年
十
二
月
に
自
民
党
国
会

議
員
で
つ
く
る
遺
家
族
議
員

協
議
会
の
総
会
を
開
催
し
、

総
理
・
閣
僚
の
靖
國
神
社
参

拝
並
び
に
遺
骨
帰
還
事
業
の

集
中
的
実
施
と
未
来
永
劫
の

英
霊
顕
彰
の
た
め
、
政
権
を

奪
還
す
る
と
決
議
し
ま
し

た
。
私
ど
も
自
民
党
は
「
政

治
は
国
民
の
も
の
」
と
い
う

立
党
精
神
に
立
ち
、
今
日
の

平
和
と
繁
栄
の
礎
を
築
い
て

下
さ
っ
た
英
霊
に
感
謝
し
、

国
の
発
展
と
恒
久
平
和
な
世

界
の
構
築
を
希
求
す
る
政
党

と
し
て
、
通
常
国
会
に
お
い

て
政
権
を
奪
還
す
る
覚
悟
で

臨
ん
で
参
り
ま
す
。

　

戦
後
六
十
七
年
余
、
戦
争

の
記
憶
が
年
々
風
化
さ
れ
る

中
、
私
た
ち
遺
族
会
が
平
和

の
語
り
部
と
し
て
、
後
世
に

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊

さ
を
語
り
継
ぐ
こ
と
は
社
会

的
使
命
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。 　

今
後
の
遺
族
会
活
動
の
最

大
の
懸
案
は
、
平
成
二
十
五

年
の
戦
没
者
の
妻
の
特
別
給

付
金
と
平
成
二
十
七
年
の
特

別
弔
慰
金
の
継
続
で
す
。
中

で
も
遺
族
会
の
存
続
を
か
け

た
特
別
弔
慰
金
の
継
続
は
、

あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
講
じ
て

実
現
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
は
総
選

挙
や
参
議
院
選
挙
で
遺
族
会

の
力
を
内
外
に
示
す
こ
と
が

大
切
で
あ
り
ま
す
。
私
は
各

位
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら

全
身
全
霊
で
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
い
て
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
ご
遺
族
皆
様
の

ご
健
康
と
平
成
二
十
四
年
が

よ
り
良
い
年
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
祈
念
し
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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瀬
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磐
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茂
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遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
四
年
一
月
行
事
表

１
日　

歳
旦
祭
（
県
護
國
神
社
）

２
日　

元
始
祭
（
県
護
國
神
社
）

５
日　

逢
沢
一
郎
「
年
始
会
」（
Ｈ
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
）

７
日　

石
井
正
弘
新
年
互
礼
会
（
岡
山
プ
ラ
ザ
Ｈ
）

８
日　

�

岡
山
市
瀬
戸
遺
族
連
合
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
・
新
年
互
礼
会（
県

護
國
神
社
）

13
日　

北
方
領
土
返
還
要
求
県
民
会
議
幹
事
会
（
岡
山
商
工
会
議
所
）

14
日　

平
沼
赳
夫
「
県
北
新
春
懇
談
会
」（
津
山
鶴
山
Ｈ
）

15
日　

平
沼
赳
夫
「
県
南
新
春
懇
談
会｣

（
Ｈ
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
）

16
日　

崇
敬
者
大
総
代
・
総
代
合
同
会
議
（
い
さ
お
会
館
）

　
　
　

倉
敷
市
遺
族
連
合
協
議
会
新
年
互
礼
会
（
倉
敷
市
役
所
）

18
日　

新
見
市
遺
族
連
合
会
新
年
互
礼
会
（
新
見
市
内
）

20
日　

岡
山
市
西
大
寺
雄
神
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

23
日　

岡
山
市
西
大
寺
遺
族
連
合
会
新
年
会
（
瀬
戸
内
市
内
）

25
日　

津
山
市
遺
族
連
合
会
新
年
互
礼
会
（
津
山
鶴
山
Ｈ
）

　
　
　

日
遺
女
性
部
幹
事
会
（
旧
九
段
会
館
）

　
　
　

日
遺
支
部
事
務
局
長
会
（
旧
九
段
会
館
）

26
日　

日
遺
支
部
女
性
部
長
会
（
旧
九
段
会
館
）

28
日　

瀬
戸
内
市
遺
族
連
合
会
役
員
会
（
瀬
戸
内
市
内
）

平
成
二
十
四
年
二
月
行
事
表

18
日　

近
常
寧
氏
の
藍
綬
褒
章
受
章
を
祝
う
会（
Ｈ
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
）

21
日　

県
連
盟
女
性
部
平
成
23
年
度
第
二
回
研
修
会

（
倉
敷
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
）

　

政
府
は
十
二
月
二
十
四
日

㈯
に
臨
時
閣
議
を
開
き
、
平

成
二
十
四
年
度
政
府
予
算
案

を
決
定
し
た
。

　

戦
没
者
遺
族
処
遇
改
善
関

係
で
は
、
公
務
扶
助
料
等
の

据
え
置
き
を
は
じ
め
、
遺
骨

帰
還
等
関
係
及
び
慰
霊
友
好

親
善
事
業
な
ど
、
遺
族
会
要

望
事
項
の
所
要
経
費
は
概
ね
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平成24年度政府予算案に計上された戦没者遺族の処遇改善項目
◎恩給法関係（総務省関係）

　1．基 本 額
　　23年度と同額（据え置き）
　2．遺族加算
　　23年度と同額（据え置き）

　＊公務扶助料
現　　　 行 平成24年４月より

基　本　額 1,814,000円 →　1,814,000円
遺族加算額 152,800円 →　 152,800円
支　給　額 1,966,800円 →　1,966,800円

（月額 163,900円） （月額 163,900円）
　＊特例扶助料

現　　　 行 平成24年４月より
基　本　額 1,420,700円 →　1,420,700円
遺族加算額 152,800円 →　 152,800円
支　給　額 1,573,500円 →　1,573,500円

（月額 131,125円） （月額 131,125円）

　3．扶養加給
　　23年度と同額の年額� 72,000円

◎遺族等援護法関係（厚生労働省関係）

　1．遺族年金等
� （右の一覧表のとおり）
　2．戦没者慰霊事業
� 15億6,700万円
　　�（旧ソ連地域慰霊事業等/身元特定

作業経費等を含む�２億6,000万円）
　　�（平和を祈念するための硫黄島特

別対策事業� ９億8,200万円）
　◎遺骨帰還等地域（16地域）
　　�フィリピン、東部ニューギニア、ビ

スマーク・ソロモン諸島、パラオ、
インドネシア、ミャンマー、沖縄、
硫黄島、モンゴル、ハバロフスク、
ザバイカル、沿海、イルクーツク、
クラスノヤルスク、ブリヤート共
和国、カザフスタン共和国

　◎慰霊巡拝（12地域）
　　�フィリピン、東部ニューギニア、マーシャル・

ギルバート、マリアナ諸島、トラック諸島、北
ボルネオ、中国、硫黄島、ハバロフスク、沿海、
ザバイカル、イルクーツク

　◎慰霊碑の補修等（４カ所）
　　①補修調査　沖縄、ラバウル
　　②補修工事　ミャンマー、インドネシア
　◎遺骨・遺留品の伝達
　◎戦没者遺骨に係るＤＮＡ鑑定
　3．戦没者遺児による慰霊友好親善事業
� ２億8,300万円
� 広域地域　14地域　792人
� 特定地域　３地域　108人
　　　（内、民間建立慰霊碑等整理事業� 1,100万円）
　4．昭和館の運営費
� ４億3,800万円
　5．全国戦没者追悼式の挙行経費
� １億3,500万円

（１県あたり国費参列者50人の2,350人）

《公務扶助料等年額一覧表》

種　　　別 現在の年額 24年4月より 月　額 対象遺族
公 務 扶 助 料 1,966,800 1,966,800 163,900 軍人/少佐まで同額
特 例 扶 助 料 1,573,500 1,573,500 131,125 軍人/少将まで同額
扶 養 加 給 72,000 72,000 6,000 軍人
先順位 遺 族 年 金 1,966,800 1,966,800 163,900 軍属、一部軍人
　同　遺 族 給 与 金 同　上 同　上 同　上 準軍属
　同　特例遺族年金 1,573,500 1,573,500 131,125 軍属、一部軍人
　同　特例遺族給与金 同　上 同　上 同　上 準軍属
後順位 遺 族 年 金 72,000 72,000 6,000 軍属、一部軍人
　同　遺 族 給 与 金 同　上 同　上 同　上 準軍属
　同　特例遺族年金 56,400 56,400 4,700 軍属、一部軍人
　同　特例遺族給与金 同　上 同　上 同　上 準軍属
他に公扶受給者のある妻の年金 193,200 193,200 16,100 軍人
特 設 年 金 456,400 456,400 38,030 軍人、軍属、準軍属
特 例 特 設 年 金 335,000 335,000 27,910 同　上
対馬丸特別支出金 年1,376,760 年1,376,760 114,730 遭難学童
（注）上記の年額表は日本遺族会事務局の試算です｡ 多少異動することもありますのでご了承下さい｡


